








 

研究目的 

本研究代表者は LH 分泌抑制による遅延排卵の結果,卵の退行変性が起り,発生

異常,染色体異常が増加することを確認している。 

経口避姙薬による排卵抑制後,比較的短期間内に排卵される卵子,およびその受

精,着床,発生に何らかの異常が起るとすれば,(1)経口避姙ステロイドの卵巣内

卵に対する直接作用,(2)経口ステロイドの直接作用ではなく,排卵抑制そのも

のが卵に及ぼす影響,(3)卵巣卵以外の内分泌系,生殖器系例えば,脳下垂体,卵

管,子宮などに及ぼす経口ステロイドの影響,などが考えられる。 


